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研 究 会・シンポジウム報告 
 
2016 年 1 月 9 日（土） 定例研究会報告 
テーマ： 「巨大事業と失敗―エネルギー環境分野を中心に」 
報告者： 齋藤 雄志（専修大学名誉教授） 
時 間： 14：00－17：00 
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2016 年１月 23 日（土） 定例研究会報告 
テーマ： 経済学はどのような「科学」なのか、そして、どう教えられるべきか 
報告者： 吉田雅明・金子洋之 
時 間： 14：00－17：30 
場 所： 生田校舎９２B 会議室 
参加者数：15 名 
報告内容概略： 
日本学術会議による経済学教育の参照基準は、その公表された素案がライオネル・ロビ
ンズ流に経済学を定義し、ミクロ・マクロを基礎とし、流儀に従わない科目、経済学史や
経済史すら応用科目として位置付け、経済学教育を体系化しようというものであったた
め、十数の学会より異論が出された。吉田所員はこの間の経緯を紹介した上で、参照基準
作成グループの「観察事実によって経済理論が検証される」というあまりにも素朴な科学
観が問題の根底にあることを指摘する一方、経済学史上の深刻な論争や理論の転換は、不
都合な事実を巡って行われるというよりも、理論展開の整合性を巡って行われてきたこと
から、経済学とはどのような「科学」であると考えるべきか、経済学のリアリティは何に
依拠するものと見るべきか、「三層構造モデル」を示しつつ概説し、経済学はどのように
教えられることがその発展に資するのかを論じた。対して金子所員は、科学哲学の現在に
至る歩みを概説した上で、三層モデルが言及すべきはラカトシュによる「科学的研究計画」
よりも、経験的問題だけなく概念的問題の解決を重視するラウダンによる「研究伝統」が
なお適切であることを指摘し、また、多様性の科学に対する積極的意義を導くために有用
なものとして、理論が説明すべき現象は競合理論の存在によって決まるというファイヤ
アーベントによる議論を紹介した。経済学部カリキュラム改編とも深く関わるテーマでも
あり、当日は極めて活発な意見交換が行われた。 
記：専修大学経済学部・吉田雅明 
 
